


エルアールバッグス製品をお買い上げ頂きましてありがとうございます。M80はM1/M1Activeに続くマグネティックタイプピックアップです。3Dで動くマグネットを
内蔵し、弦振動だけでなく、ボディ振動もこれまでになく的確に捉えます。専用のプリアンプを内蔵し、そのままアンプやP.A. などに出力可能です。またPara 
Acoustic D.I. など別の外部プリアンプで音質をコントロールしたい方の為に、プリアンプをキャンセルするアクティブ／パッシブスイッチも備えています。

M８０は直径 3.55インチ（約 89mm) 以上のサウンドホールを持つギターに取り付ける事が出来ます。ギターに加工をする前に、M80が取り付け可能か確認して
下さい。取付は非常にシンプルですが、木部加工（ストラップジャック用の穴あけなど）はプロのリペアマン、または専門店などに任せることを強くお勧めします。

取付前に

セット内容

M80

取り付け方は、付属のストラップジャック・アセンブリ（エンドピン）を使用する半永久的な
取付（図-1)と、付属のギター・ケーブル（以下 “ギターケーブル” と表示）を使用する
簡易取り付けが出来ます。ストラップジャック・アセンブリを使用する場合、エンドピン（ま
たはその周辺）に穴あけ加工が必要になります。（下記セクション2.2をお読み下さい）。ギ
ター・ケーブルを使用する場合にはサウンドホールからケーブルを出し外部機器に直接接続
する事が出来ます。この場合、ギターへの加工が一切不要になります。（裏面のセクション
2.3をお読み下さい）。

取り付け概要

ストラップジャック・アセンブリの取り付け

Step-1

Step-2

Step-3

半永久的な取り付けをする場合、ストラッップジャック用の穴あけを行う前に、サウンドホー
ルにピックアップ本体が取り付けられるかどうか確認して下さい。M80は3.55インチ ( 約
89mm)以下のサウンドホールには取り付けられません。また、ギターによってはサウンドホー
ルの位置がずれていて、取り付けた際に各弦がM80のポールピースの真上に来ない事があ
ります。このようなギターの場合、まずは簡易取付で音量バランスなどを確認して下さい。

ストラップジャックの取り付けには、ギターの底部に1/2インチ（約
12.5mm±0/2mm）の穴を開ける必要があります。エンドピンのないギターまたはあっ
ても小さい場合には、塗装欠けを防ぐため、まず穴を開ける箇所の周りにマスキングテー
プを張り、小さなガイド穴を開け、ステップドリル等でその穴を拡げていきます。

ストラップジャックから、ストラップボタン、ナット（小）、ワッシャー（小）を外します。この時点では、スターワッシャー、フラットワッシャー、ナット（大）がストラッ
プジャック本体に付いています。そのままサウンドホールからストラップジャックを入れ、ボディ下部にあけた穴に通します。

ボディの外に出たネジ部分に、最初に外したワッシャー（小）を入れ、ナット（小）を締め込み、さらにストラップボタンを取り付けます。ストラップボタンの先か
ら内部のネジ部分が出過ぎる場合は、もう一度外し、ボディ内部側のナットを緩めて、長さを調節して下さい。逆に、引っ込み過ぎていると、ギターケーブルを接
続した際に接触不良等を起こしますので注意して下さい。また、ナット（小）を締込む際は、力を入れ過ぎると塗装にヒビが入る恐れがありますのでご注意下さい。

取り付け

ピックアップ本体、エンドピンジャック・アセンブリ、ギターケーブル、ワイヤークリップ (2個）、ポールピース高さ調整用レンチ、
予備ポールピース（２種３個）、予備バッテリー

ストラップジャック、またはギターケーブルをピックアップ側のジャックに差し込みます。ピックアップの上部両側にあるネジを緩めてサウンドホールにはめ込みネジを締
めます（入れこむポイントとして、少し広めにネジを緩め、斜めから挟み込むようにすると容易に取付が出来ます）。小さなサウンドホールの場合はクランプを完全に
外してから取り付けます。その際にクランプを本体サイドのスロットにきちんとはまる様にして下さい。

ピックアップを固定した後、ギター内のワイヤー類を付属のワイヤークリップで表甲に触れない様、ボディサイドに固定して下さい。

ピックアップの取り付け

ストラップジャック・アセンブリ取付の注意

ボディエンドブロック

ストラップボタンを付けた時に、ネジが切ってある部分先端が
ストラップボタンから、ほんの少し出る程度の位置で固定する。

ストラップボタン

ナット（小）
ワッシャー（小）

図１
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